
Game Report

15 － 31
13 － 24
18 － 31
19 － 15

－

開志Ａ＆Ｄ 福島南
No. 得点 3P 2P FT Ｆ R As No. 得点 3P 2P FT F R As

4 * 13 3 2 0 1 4 * (C) 30 1 12 3 1

5 * (C) 6 1 1 1 3 5 * 15 1 4 4 2

6 * 15 3 2 2 1 6 * 15 3 3 0 2

7 * 19 1 6 4 2 7 * 25 7 2 0 1

8 - - - - - - - 8 * 8 0 3 2 2

9 - - - - - - - 9 0 0 0 0 0

10 3 1 0 0 0 10 * 8 0 4 0 1

11 - - - - - - - 11 - - - - - - -

12 3 1 0 0 2 12 - - - - - - -

13 - - - - - - - 13 - - - - - - -

14 - - - - - - - 14 - - - - - - -

15 - - - - - - - 15 0 0 0 0 0

16 2 0 1 0 2 16 - - - - - - -

17 * 2 0 1 0 0 17 - - - - - - -

18 2 0 1 0 2 18 - - - - - - -

65 10 14 7 13 0 0 101 12 28 9 9 0 0

＊…スターター　(C)…キャプテン　3P…3点シュート　2P…2点シュート　FT…フリースロー　　F…ファウル *E…エントリー変更
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2ndアンパイア 羽 田 直 揮

第68回福島県高等学校体育大会
バスケットボール競技

コーチコーチ 瀬　尾　裕　史

菅　野 　　 翼

深　谷  ナ　ナ

冨　田 　　 滉

大　内  愛　翔

菅　野 　　 颯

大　槻  翔　空

佐　藤　慶太郎

渡　邊　拓　也

小　野　朝　陽 E

栗　原　　　絆

熊　谷　颯　大

佐　藤　來　毅

池　上　光　貴

伊　藤　　　将

青　田　一　輝

田　中　涼　雅 E

三　浦　陸　翔

瓜　生　達　彰

大　野　隼　翔 E

金　澤　春　樹

渡　辺　琉　冴

鈴　木　　　翼

関　　　真貴人

佐々木　優　斗

茂　木　智　史

斎　藤　琉　生

合計合計

戦　　評

記載者 佐　藤　完　太 （所属） 県南バスケットボール協会

本　間　大　翔

選　手　氏　名

(県北)

山　口　寛　太

橋　本　悠　星 E

No. 4A4 日時：

選　手　氏　名

長谷川　　　凜

竹　田　光　騎

開志Ａ＆Ｄ 福島南65 101

2022年6月5日(日) 会場： 郡山北工業高等学校15:30

芳 賀 聡

香 野 学

● ○(県南)

第1Q 両チームマンツーマンでスタート。はじめに流れを掴んだのは福島南。#4フローター,#7の3P,さらにファーストブレイクで連続得点。開志A&Dはた

まらずタイムアウトを取る。流れを変えたい開志A&Dは,#4,#7のドライブからファウルをもらうが,フリースローはリングに嫌われてしまう。対する福島南は

粘り強いディフェンスからブレイクを仕掛け,#4,#7と連続でバスケットカウントをもらい試合の指導権を譲らない。終了間際,開志A&Dは#5のドライブ,#12

の3Pで得点を重ねるも15-31と福島南リードで1Qを終える。

第2Q 開志A&Dは#6,#7が果敢にリバウンドに飛び込みセカンドチャンスを作るも,福島南のディフェンスに阻まれ得点を決めることがでない。一方,福島

南は開志A&Dのリバウンドを逆手に取り,連続でファーストブレイクを決める。残り7分,開志A&Dは2回目のタイムアウトを取り,ディフェンスを2-3ゾーンに

変える。しかし,福島南はこのゾーンディフェンスに対し,#4,#7がP3を冷静に決め,流れを変えさせない。さらに,福島南もディフェンスを2-1-2に変え守りを

固め,28-55の福島南が大幅リードで前半を折り返す。

第3Q 開志A&Dはマンツーマンディフェンス,福島南は前半に続き2-1-2のゾーンディフェンスで守る。後半も主導権を掴んだのは福島南。#7,#5と連続

で3Pを決める。残り5分,開志A&Dはタイムアウト明け,オールコートゾーンプレスからプレッシャーをかけるも,福島南は冷静に対応し,得点を重ねる。残り

3分,開志A&Dは#5,#7が3Pを連続で沈め,追撃するが,すかさず福島南の#5がプットバックからバスケカウントを決める。福島南は終了間際にも＃10がア

クロバティックなシュートを決め,86-46と福島南がリードを広げて終了。

第4Q 開志A&Dはオールコートディフェンスでプレッシャーをさらに強め,オフェンスでは積極的にシュートを狙う。#4,#5が3P,#7がドライブなどを決め何

とかくらいつくが,福島南は#5を中心にリバウンドを確実にとり追撃を許さない。さらに足を止めることなく走り続け,#10,#6がブレイクを沈める。開志A&D

も最後まであきらめずプレイするも,101-65で試合終了。最後まで走り続けた福島南が悲願の優勝を決めた。コロナ禍という限られた環境のなかで,精

一杯戦い抜いた全チームの選手たちを称えたい。
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